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北海道 １
苫小牧・
千歳地区

事務局交流会

賛助会社窓口を対象に年度初めに開催。年
度方針・計画の紹介と各社の実態やニーズを
把握し、活動に反映。賛助会社への支援策。
交流会では賛助会社からの推進事例紹介が
好評。

◎ ○ ○

○支援活
動（社内
での講評
等）

12/39社が
参加。固定
化しつつあ
る。

２ 室蘭地区 推進担当者交流会
賛助会社へ支部・地区年度方針・計画を紹介
し、意見交換。懇親会でも活発で、地区の結
束に成果。

○ ◎ ○ 16/28が参加

３ 支部 出前研修

賛助会員会社の特典サービスとして、年4回
まで無料の（一般会社は交通費徴収）研修会
を実施。支部役員・幹事が講師を担当し、
2011年度は26件の実績。サークル単位の指
導では、早期に支部大会で発表。医療関係の
ネットワーク作りにも成果。

◎ ○ ○ ○ ○

○社内大
会での講
評者派遣
も実施

土・日の講
師派遣希望
が多く、講師
選定に苦慮

関東 ４ 支部
幹事会社のため
に何をすべきか

支部中期ﾋﾞｼﾞｮﾝの3つのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの1つで、幹
事会社（幹事）への３施策（新任幹事育成、情
報共有化、行事優待制度）を、2012より展開。
新任幹事研修会は本部とも連携。

◎幹事
会社（幹
事）のﾒ
ﾘｯﾄ

○

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ2は
運営事例、3
はﾍﾞｽﾄﾌﾟﾗｸ
ﾃｨｽ＆広報

５ 支部
関東支部幹事
交流会

支部内９地区の幹事が集い、自社の活動状
況を紹介し合い、他社の事例に学び合うこと
を目的に、本年、初めて２日間にわたり開催。
互いに共通の悩みを抱えていることから、次
回はその解決策を議論予定。7地区より14名
参加｡

○
◎他地
区幹事
間交流

○

６
京浜・埼
玉・神奈
川

３地区合同ミー
ティング

地区間交流を深めるため、2005年より正副幹
事長で年3～4回開催。合同行事開催などの
成果。元々は地区統合を目指し開催。継続は
課題。

◎3地区
間交流

７ 京浜
推進事務局交流
会

ﾈｯﾄ会員（各社事務局や幹事）が集い、他社
の推進事例から推進のﾉｳﾊｳを学び合う。困り
事の共有と情報の共有化、大会への新規発
表などに成果。2005年より年1～2回開催。午
後半日行事。

○ ○ ○ ○
◎事務局
交流

本年1回目
は、地区関
係21名、ﾈｯﾄ
会員14名

８ 長野
推進担当者交流
会

各社推進者・幹事を対象に、他社の推進事例
を学び会い、意見交換（ＧＤ・発表）を通して自
社に活用。2社が準幹事会社と幹事会社に加
入。推進者の参加減尐が課題。午後半日行
事。

○ ○ ○ ○
◎事務局
交流

○一般参
加企業訪
問も実施

2007年より
場所を変え
て開催。

東海 ９ 愛知
推進事務局交流
会

一般企業を含めた交流会で、推進上の悩み・
問題点を出し合い、互いに解決策を学びあ
う。活動導入検討企業が導入決意するなど成
果。非幹事会社対象で参加が減尐、本年は
中止したが、再度ニーズ調査し再開したい。
午後半日行事。

◎ ○ ○

○幹事
会社間
の交流も
活発化

○

会場提供の
幹事会社工
場見学実施
会費￥２３０
０

１０ 愛知
行事紹介キャン
ペーン

地区行に未参加、または遠ざかっている会社
を対象に、地区活動・行事を紹介。フレッシュ
大会の午前中に開催し、午後の大会へ無料
招待。地区行事参加を促進。1月開催時に
は、リーダー研修会へのミニ体験も実施。

○ ◎
○幹事会
社に1社
加入

○

○大学・
高校・市
役所との
繋がりも
強化

08年より7回
で44社635名
参加

１１ 愛知
いきいき事例研究
大会

参加対象は限定せず、各社の優秀事例発表
後に、部門別に分かれたワイワイ事例研究会
で、気楽に学び合う。なんでも相談コーナーを
設け、ベテラン幹事が対応。相談会でのＱ＆
Ａを小冊子化。

◎ ○ ○ ○
1日大会
参加費
\4500

１２ 静岡 企業訪問活動

地区と参加企業・団体との太いパイプづくりと
して、2005年より取組み。年度初めに全幹事
が近隣企業（一般企業含む）を訪問。事務局
の悩みや地区への要望を把握。成果は、行
事参加企業・参加者ともに増加。訪問活動は
七つ道具を準備し、役員は新規開拓のため企
業訪問実施し、ＴＯＰの活動への取り組みや
将来の動向を調査。
＊訪問目標：5社×幹事22名＝110社
　　'11年実績：177社（8社/人、1社約1H懇談）

◎大会招
待も案内

◎訪問
活動七
つ道具

◎賛助会
員は2006
年27社か
ら2011年
には77社
に増加

◎相手
事務局と
の親密な
関係作り
や悩み
事相談

◎

※幹事自
身がこの
活動の必
要性を体
感

「固定客を放
さない、新規
顧客開拓」、
「Face to
Face」をモッ
トーに

１３ 静岡 賛助会員研修会

賛助会員会社の推進事務局を対象とした研
修会を毎年12月に開催。プログラムの中で、
「悩み事・困りごと相談タイム」を設け、事前に
文書で寄せられた相談事項をアドバイザーが
まとめ、グループ単位で回答している。

◎ ○ ○

Q&Aのノウ
ハウ蓄積・活
用
※添付

１４ 三重 推進者交流会

各社の推進者の悩み事の相談と意見交換を
目的に開催。地区活動紹介～工場見学～Ｇ
Ｄ、の構成。午後半日の行事。参加企業で
は、サークル数の増加や地区行事への参加
増などが見られる。参加27名のうち、23名は
メール会社。

◎ ○ ○ ○

支 部 地 区
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（行事名）
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Ｎｏ．
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その他

「推進事務局の悩みに答える」支部・地区から寄せられた活動事例の一覧
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東海 １５ 支部 支部間交流会

北陸、関東、近畿、東海の４支部で、支部間を
越えた行事・情報の共有化など協力体制を探
るため、2011年6月に開催。各支部正副幹事
長、各地区幹事長、各支部正副世話人数名、
各支部事務局数名で開催。支部を越えた行
事参加や情報交換、ネットワーク構築に成
果。午後の半日開催。

○ ○ ○ ◎支部間
支部間共同
での行事開
催を検討

北陸 １６ 富山
ＱＣサークル研修
会 推進者コース

春秋2回の研修会のうち、春季は推進者コー
スとして、推進者の役割を学び、サークルへ
の支援・指導・助言の仕方、そして講評の仕
方を実践形式で習得する。2日間の研修で富
山地区のみで実施。

○これから
導入予定
を含む

○ ○
推進者に特
化

１７
支部・地
区協賛

ＱＣサークル研修
会 事務局コース

各社の推進事務局（導入予定を含む）を対象
に、推進事務局の役割と具体的な展開方法
を、講義、ＧＤ、推進事例紹介等を通して習
得。2日間の研修で、1回／4年、各地区で支
部・地区共催。

○これから
導入予定
を含む

○ ○
推進事務局
に特化

１８
支部・地
区協賛

経営者・管理者
フォーラム

2002年より開始し10周年。当初は富山地区で
開催、その後、富山地区以外の地区は4年に
1回、支部・地区で共催。午後半日行事｡懇親
会有り。

○ ○ ○ ◎

１９ 支部
幹事研修会 ＱＣ
検定3級講座

幹事の任期が2～3年であり、退任の際に具
体的なレベルアップを、ＱＣサークル指導士及
びＱＣ検定3級程度の知識・資格を身につけて
もらうことを目的としている。指導士は2年に1
回、ＱＣ検定は2011年より受験講座を設置。
本部認定講師・指導員が分担し、テキスト作
成と講義を実施。無償で1日（400分）。

◎資格
取得支
援

○幹事と
本部認定
講師・指
導員

テキストは自
社でも活用

２０ 富山
幹事会社代表懇
談会

幹事会社トップおよび代表者同士の交流の場
として、ネットワークの充実をはかる。この中
で、今後10年間の支部長会社・地区長会社の
計画を審議する。トップとはゴルフコンペを実
施。トップの理解が進み、幹事の行事参加率
は年々向上してきた。

○ ○ ◎

10年先まで、
支部長会
社、地区長
会社は決定
済み。

２１ 富山 会員交流会

企業間交流の場として、地区行事紹介、パネ
ルディスカッション、工場見学会などをとおし
て、共通な運営の悩み解決に資する。後に開
催のミニ発表会へ交流会参加企業から3件の
発表があった。1日行事、23社45名が参加。

◎ ○ ○ ○

実際的なパ
ネルディス
カッションが
好評

２２ 新潟
幹事会社代表者
会議

幹事会社の交流と役割分担・懸案事項の審
議を目的に、平成16年より開催。役割分担を
決めるだけの会議から、工場見学会や意見交
換を含む内容になった。昼食会を挟んだ半日
行事。

○ ○ ◎
幹事会社の
地区役割分
担を審議

近畿 ２３
大阪・近
畿南地区

賛助会員会社推
進者交流会

賛助会員会社支援の一環として、各社におけ
る推進上の悩みや課題を、他社事例や意見
交換をとおして、活発化へのヒントを得ていた
だく。オープンスクール方式でのフリーディス
カッションでは、事前アンケートから複数の
テーマを設定。午後半日行事で無料。

◎ ○ ○

２４ 兵庫地区
推進者・事務局研
究会

各社の推進者・事務局と地区幹事が、講演や
グループ討議をとおして、推進上の悩みや課
題に対するヒントを得ていただく。参加企業か
ら、幹事会社加入やＪＨＳ選抜支部大会への
エントリーがあり、個別指導を実施するケース
もある。1日行事。

◎ ○ ○ ○ ○

中国・ ２５ 山口 ブロック協議会

ブロック行事の審議とともに各協賛会社およ
び幹事の悩み等を協議。東部と西部ブロック
にて4～5回／年開催。ブロック別発表大会に
は、協賛会社にも一部の役割を分担していた
だくよう協議。

○協賛会
社と運営
分担

○ ○

 四国 ２６ 山口 幹事会
地区行事の審議とともに各幹事会社の悩み
等を共有し、検討・協議。

◎幹事
会社の
悩み共
有

○

２７ 支部 地区間交流会

支部・地区活動の問題・課題を共有し、役員・
幹事間の交流を深め、今後の活動に反映。工
場見学会、講演、討議、懇親会の1日行事。
情報交流の円滑化がはかられ、課題検討委
員会を設置予定。

○ ○
◎各地区
役員・幹
事間交流
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九州 ２８ 中部九州
インストラクターの
不足

幹事の交代が2年程度と早く、講評者・審査委
員・インストラクター不足解消のため、ＯＢ幹
事の登録制で対処。地区負担はやや増える
が、2011年より成果をあげている。

◎ﾍﾞﾃﾗﾝ
幹事不足
への対応

２９ 中部九州 幹事研修会

エリア幹事会社の幹事・上司・次期幹事候補
者を含む対象者で、レベルアップと上司への
理解度アップをねらいに開催。本年より1回と
し、問題解決法やＱＣ手法の研修を1日で開
催。

◎幹事
のレベル
アップ

３０ 中部九州
エリア幹事会社
サークル支援

エリア内幹事会社のサークル支援を必要に応
じて実施。今回はJHS選抜大会出場サークル
に対し、原稿作成などについて支援。支部・地
区そしてエリア幹事会社とのつながりと支援
体制が充実。

○

◎エリア
幹事会社
との結び
付き

３１ 西部九州 幹事研修会

地区幹事会社および地区運営幹事会社の幹
事を対象に、QCサークル運営、手法・講評な
どの技能向上と各社が抱えている問題の共
有・アドバイスを実施。地区運営とともに社内
推進技量の両方を意識。1泊2日にて。

○ ○

◎事前に
「幹事の
棚卸し」を
配布し状
況を把握

○未加入
会社の参
加で、後に
運営幹事
会社に加
入

３２ 北部九州
賛助・幹事合同研
究会

各社の推進事例に学ぶ共に、推進上の悩み
を意見交換。幹事会社16名、運営幹事会社4
名、賛助会員会社29名参加（2011実績）。午
後半日行事。

○

◎事前に
意見・要
望を把握
し、回答

○

３３ 支部 地区間交流会

支部内各地区幹事が集い、各代表から自社
の活動状況を紹介し合い、意見交換・共有す
る。研修ではテーマを班別研究し、支部・地区
運営向上に資す。年1回、午後の半日。

○ ◎ ○
支部役員会
の前日に開
催

沖縄 ３４ 支部 トップ懇談会

幹事会社・賛助会社の幹事・各社役員・推進
事務局を対象に、ＱＣサークル活動の理解共
有・情報交換、互いの人脈作りを年1回実施。
幹事会社・賛助会社のメリット提供の一環。推
進事務局同士の交流が活発化。半日行事。

○ ○

○賛助会
社から幹
事会社へ
の加入促
進

○互いに
資料交換
や社内大
会に参加

◎

３５ 支部
推進事務局からの
悩み対応

一般企業を含む各社からの相談を支部事務
局が受け対応。必要に応じて、支部世話人・
副世話人が出向いて支援実施。支部行事へ
の参加に成果、また活動導入に期待。相談は
随時受付。

○ ○ ○ ○ ◎
相談は随時
受け付け

３６ 支部 幹事研修会

賛助会社の推進事務局・管理者を含め、幹
事・推進事務局のレベルアップと人脈作りを年
4回実施。各社推進事務局同士の交流促進。
支部大会への賛助会社からの運営参加にも
成果。

○ ○ ○

◎互いに
資料交換
や社内大
会に参加

○

３７ 支部 経営者フォーラム

幹事会社・賛助会社の役員を主な対象に、Ｑ
Ｃサークル活動の理解共有・情報交換の場と
して、H19より開催。貴重講演・パネル討論
会・懇親会のプログラム。各社の活動活発化
と支部行事参加増に成果。

○ ○ ○ ◎
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